
 

 

令和４年度消費生活相談状況について 
 

 (1) 令和４年度相談件数 

令和４年度に足利市消費生活センターが受け付けた相談件数は、１，４８１件で 

前年度に比べ９件増（０．６％増）となりました。 

苦情相談・問合せ相談の別では、苦情相談が１，３６６件(対前年度２８件増、 

２．１％増)、問合せ相談が１１５件(対前年度１９件減、１４．２％減)です。 

 

  ○苦情相談・問合せ相談別相談件数の比較           （単位：件、％） 

 
年  度 R４年度 R３年度 

+比較増減  

件 数 増減率 

苦 情 相 談 １，３６６ １，３３８ ２８ ２．１ 

問 合 せ 相 談 １１５ １３４   △１９ △１４．２ 

計 １，４８１ １，４７２ ９ ０．６ 

※苦 情 相 談…消費生活に関する苦情相談 

問合せ相談…生活知識等に関する相談または、個人間や消費生活以外の相談 

 

(2) 相談件数の推移 

相談件数は、平成２９、３０年度に増加しましたが、令和元年度以降は減少傾向にあ

りました。令和４年度は、ほぼ横ばいとなっています。 

平成２９、３０年度においては、多くの市民に対して架空請求ハガキが届いたため、

それに伴い相談件数が増加しました。その後、架空請求の相談が減少したことや、出前

講座、広報紙に毎月事例等を掲載し注意喚起するなどの啓発の効果もあり、相談件数が

減少傾向にあると考えられます。 

※架空請求…メールやはがきなどで、利用した事実のない利用料を請求されること。 

 

○相談件数の推移                                        (単位：件）  

   

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

相談件数 1,620 1,715 1,653 1,511 1,961 2,028 1,798 1,544 1,472 1,481

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

相談件数の推移（H25～R4年度）



 

 

(3) 契約当事者の年代別、男女別分類 

相談総数における契約当事者の年齢について年代別にみると、７０歳以上が４２５件 

と最も多く、全体の２８．７％を占めています。次いで、６０代が２７０件（１８．２％）、

５０代が２５３件（１７．１％）の順となっており、６０歳以上が４６．９％と全体の

ほぼ半数を占めています。 

また、男女比は、女性５２．５％、男性４１．７％と依然として女性の割合が男性よ

り多い状況です。 

 

○契約当事者の年代別・男女別構成比 

 
 
     年度 
  
年代 

R４年度 R３年度  

件  数 (件) 構成比 (％) 件  数 (件) 構成比 (％) 

19歳以下 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

70歳以上 

団体・不明 

１９ 

８８ 

７６ 

１４９ 

２５３ 

２７０ 

４２５ 

２０１ 

１．３ 

５．９ 

５．１ 

１０．１ 

１７．１ 

１８．２ 

２８．７ 

１３．６ 

２８ 

７９ 

１１３ 

 １３４ 

 ２３９ 

 ２５０ 

４２４ 

 ２０５ 

１．９ 

５．４ 

７．７ 

９．１ 

１６．２ 

１７．０ 

２８．８ 

１３．９ 

性 別 件  数 (件) 構成比 (％) 件  数 (件) 構成比 (％) 

男 ６１８ ４１．７ ６１６  ４１．８ 

女  ７７７ ５２．５ ７８４ ５３．３ 

団体・不明 ８６ ５．８ ７２ ４．９ 

合計1,481件 

男性 618

女性 777

団体・性別不明 86

R４年度男女別相談件数
19歳以下 19

20代 88

30代

76

40代 149

50代 253

60代 270

70歳以上 425

団体・不明 201

R４年度年代別相談件数 合計1,481件 



 

 

(4) 商品・サービス別分類による相談件数上位５位 

            （単位：件） 

順位 商品・サービス名 R４年度 Ｒ３年度 比較増減 

１ 商品一般 １６４ ２０２ △３８ 

２ 化粧品 １０６ ５８ ４８ 

３ 役務その他 ６３ ７４ △１１ 

４ 工事・建築・加工 ６２ ６１ １ 

５ インターネット通信サービス ５８ ５９ △１ 

５ 融資サービス ５８ ４７ １１ 

 

＝＝令和４年度＝＝ 

・第１位は商品一般の相談です。「不審なショートメッセージが届いた。」「不審な

電話があった。」「身に覚えのない請求書が届いた。」などの相談事例が多くなっ

ています。年代別では５０代から７０代以上で相談内容の第１位となっており、高

齢になるほど相談件数も多くなっています。 

・第２位は、化粧品の相談です。昨年度は第５位だった相談が倍増しました。シャン

プー・美白クリームなどの購入で、１回限りの注文のはずが、２回目の商品が届い

たなどの「定期購入」のトラブルが多くなっています。年代別では４０代で相談内

容の第１位、１０代および５０代から７０代以上で相談内容の第２位となっていま

す。 

・第３位は役務その他の相談です。廃品回収事業者が信用できるのかなどの相談があ

りました。 

・第４位は工事・建築・加工の相談です。「事業者の信用性を知りたい」「勧誘を受けた

が不審」などといった相談事例が多くなっています。 

・以下、第５位はインターネット通信サービスと融資サービス、第 7 位は電気、第８

位はレンタル・リース・貸借、第 9位は移動通信サービス、第１０位は自動車に関

する相談でした。 

商品一般 164 化粧品 106

役務その他 63

工事・建築・加工 62

インターネット

通信サービス 58

融資サービス 58

電気 50

レンタル・リース・貸借 43

移動通信サービス 43

自動車 38

その他 796 

R４年度商品・サービス別相談件数 合計1,4８1件



 

 

相談内容年代別件数（上位５位） 

 

19歳以下 4 
20代 3 

30代 4 

40代 12 

50代 25 

60代 20 

70歳以上 34 

団体・不明 4 

第２位「化粧品」 106件

19歳以下0 20代 3 

30代 3 

40代 3 

50代 10 

60代 12 70歳以上 11 

団体・不明 21 

第３位「役務その他」 63件

19歳以下 0 20代 2 

30代 2 

40代 7 

50代 5 

60代 18 

70歳以上 24 

団体・不明 4 

第4位「工事・建築・加工」 62件

19歳以下 0 
20代 6 

30代 3 

40代 9 

50代 14 

60代 10 

70歳以上 13 

団体・不明 3 

第5位「融資サービス」 58件

19歳以下 0 

20代 1 

30代 4 

40代 11 

50代 27 

60代 39 

70歳以上 64 

団体・不明 18 

第1位「商品一般」 164件

19歳以下 0 
20代 3 

30代 5 

40代 7 

50代 6 

60代 11 

70歳以上 18 

団体・不明 8 

第5位「インターネット

通信サービス」 58件



 

 

＝＝年代別相談件数（上位５位）＝＝ 

 

 

●１９歳以下（合計１９件）          ●５０歳代（合計２５３件） 

 

●６０歳代（合計２７０件） 

●２０歳代（合計８８件） 

 

 

●７０歳以上（合計４２５件） 

●３０歳代（合計７６件） 

 

 

●４０歳代（合計１４９件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 内  容 件数 

１ 他の教養・娯楽  ７ 

２ 化粧品  ４ 

３ 自動車  ２ 

４ 

照明器具 

各１ 

電気 

履物 

修理・補修 

他の金融関連サービス 

娯楽等情報配信サービス 

順位 内  容 件数 

１ 商品一般 ２７ 

２ 化粧品 ２５ 

３ 相談その他 １５ 

４ 融資サービス １４ 

５ 移動通信サービス １３ 

順位 内  容 件数 

１ 商品一般 ３９ 

２ 化粧品 ２０ 

３ 工事・建築・加工 １８ 

４ 役務その他 １２ 

５ インターネット通信サービス １１ 

順位 内  容 件数 

１ 理美容 １４ 

2 
レンタル・リース・貸借 

各６ 
融資サービス 

４ 
娯楽等情報配信サービス 

各５ 
内職・副業 

順位 内  容 件数 

１ 商品一般 ６４ 

２ 化粧品 ３４ 

３ 工事・建築・加工 ２４ 

４ 
電気 

各１８ 
インターネット通信サービス 

順位 内  容 件数 

１ 自動車 ７  

２ インターネット通信サービス ５ 

３ 

商品一覧 

各４ 
化粧品 

レンタル・リース・貸借 

移動通信サービス 

順位 内  容 件数 

１ 化粧品 １２ 

２ 商品一般 １１ 

３ 融資サービス ９ 

４ 

自動車 

各７ 工事・建築・加工 

インターネット通信サービス 



 

 

(5) 販売購入形態別相談件数 

販売購入形態別では、インターネット・スマートフォンの普及に伴い通信販売に関する

相談が、平成２６年度から上位となっています。 

（単位：件、％） 

  区分 

順位 
販売購入形態内容 R４年度 R３年度 

比較増減 

件 数 増減率 

１ 通 信 販 売 ４７９ ４２９ ５０ １１．７ 

２ 不 明 ・ 無 関 係 ※ 1 ４４０ ４９２ △５２ △１０．６ 

３ 店 舗 購 入 ２７４ ２４１ ３３ １３．７ 

４ 訪 問 販 売 １５７ １８４ △２７ △１４．６ 

５ 電 話 勧 誘 販 売 ９８ ９６ ２ ２．１ 

６ 訪 問 購 入 ２４ １６ ８ ５０．０ 

７ マルチ・マルチまがい取引※2 ７ ９ △２ △２２．２ 

８ そ の 他 無 店 舗 販 売 １ ５ △４ △５７．１ 

９ ネガティブオプション※ 3 １ ０ １ ― 

合       計 １，４８１ １，４７２ ９ ０．６ 

※1 不明・無関係…表中の販売購入形態内容のどれにあたるか不明なもの（例：贈答品などで購入者

がどのような販売購入形態で入手したか不明なもの）、販売や購入という概念とは

無関係な相談（例：還付金詐欺に遭い、口座番号や個人情報を聞かれ金をだまし取

られた）、支払いはあっても無関係と考えるもの（例：個人間の支払いで商品・役

務に関係のないもの、労務関係の支払いで消費者問題とはいえないもの） 

※2 マルチ取引…商品等を買って販売組織に参加した会員が、同じように友人・知人を組織に加入さ

せ新たに会員になった人が更に新しい会員を加入させ、組織をピラミッド式に拡大

していく商法 

※3 ネガティブオプション…注文していない消費者に対して一方的に商品を送り付ける商法 

 

   

通信販売 479

不明・無関係

440

店舗購入 274

訪問販売 157

電話勧誘販売 98
訪問購入等 33

販売購入形態別相談件数 合計1,481件


